
2019年10月28日、自治会館にて
行なわれたオープニングセレモニー。
松戸市長、ことぶき会、千葉大学
の3者によるテープカット。地域住
民など約120人が参加した

左から松戸市福祉長寿部高
齢者支援課参事の中沢豊氏、
河原塚ことぶき会会長の堀
田重信氏、千葉大学予防医
学センターの櫻庭唱子氏

市
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
大
学
の

3
者
で
共
同
提
案

松
戸
市
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
東
京
近
郊
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
地
方
か
ら
の
流
入
者
を
受

け
入
れ
、ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

現
在
は
当
時
若
か
っ
た
流
入
者
も
高
齢
化
、
高

齢
化
率
は
年
々
上
昇
（
19
年
4
月
時
点
で
25
・
5
％
）。

そ
の
内
訳
を
年
次
推
移
で
み
る
と
後
期
高
齢
者
人

口
が
前
期
高
齢
者
を
上
回
り
拡
大
す
る
動
き
を
み

せ
て
い
る
。
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
25

年
を
1
つ
の
ピ
ー
ク
に
い
っ
た
ん
高
齢
者
人
口
は

減
る
が
、
そ
の
後
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
そ
れ

よ
り
大
き
な
ヤ
マ
を
つ
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。

そ
う
し
た
動
き
を
見
据
え
同
市
で
は
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
も
15
年
4
月
か

ら
と
全
国
の
自
治
体
で
も
い
ち
早
く
取
り
組
む
な

ど
、
予
防
へ
の
対
応
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

一
方
、
16
年
11
月
に
は
千
葉
大
学
予
防
医
学
セ

ン
タ
ー
と
の
間
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

活
用
し
、
住
民
主
体
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
で
健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な
げ
る
共
同
研
究
に
関

す
る
協
定
を
締
結
。
具
体
的
に
は
縦
断
デ
ー
タ
を

継
続
的
に
調
査
し
都
市
間
比
較
や
地
域
間
比
較
を

行
な
い
な
が
ら
地
域
の
特
性
を
把
握
し
、
市
の
施

策
に
結
び
付
け
る
活
動
に
取
り
組
む
。

そ
の
一
環
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
し
て
同
大
が

市
内
の
河
原
塚
地
区
で
高
齢
者
が
集
う
自
治
会
館

内
の
「
南
山
カ
フ
ェ
」
を
見
学
、
利
用
者
の
声
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
際
に
、
同
地
区
内
で
は
地
形

的
に
高
低
差
が
あ
る
（
20
・
8
m
）
こ
と
に
加
え
、

高
齢
化
に
伴
い
独
居
者
も
ふ
え
、
活
動
拠
点
で
あ

る
自
治
会
館
ま
で
自
力
で
来
る
こ
と
が
で
き
ず
参

加
を
あ
き
ら
め
る
人
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
状
況
を
把

握
。
今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
の
進
展
を
前
に
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
う
え
で
、
移

動
手
段
の
確
保
が
喫
緊
の
地
域
課
題
と
捉
え
、
そ

こ
で
国
土
交
通
省
が
実
施
し
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」（
略
称
グ
リ
ス
ロ
）
を
使
っ

◉ケーススタディ

千葉県北西部の東葛エリアに位置する松戸市。JR「上野」駅から常磐線快速で約20分に位置する松戸駅を中心に広がる
人口50万人の都市だ。同市では昨年、国土交通省が進める「グリーンスローモビリティ」の実証調査を実施。
そこから見えてきたものは何か。

単なる移動手段ではなく
コミュニケーションツール
住民主体で地域課題に向き合う契機に

松戸市
グリーンスローモビリティ実証調査

特集 「交通弱者」を救う！──生活圏でのモビリティの可能性
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［図表2］半径1㎞圏内に4ルート ［図表1］グリーンスローモビリティとは

グリーンスローモビリティの定義：��電動で、時速20km未満で公道を走る、4人
乗り以上のパブリックモビリティ

５つの特徴
①Green…�CO2排出量が少ない電気自動車。家庭用コンセントで充電可。ガソリンスタン

ド撤退地域でも運行可
②Slow…時速20㎞未満で観光にも最適
③Safety…速度制限で安全。高齢者も運転可
④Small…小型なので狭い道でも走行可
⑤Open…開放感が乗って楽しい

①地域住民の足として
�・バスが走れなかった地域
・高齢化が進む地域
・お年寄りの福祉増進
・既存のバスからの転換
・将来的に自動運転可

②観光客の
　モビリティとして
�・ガイドによる観光案内
・プチ定期観光バス
・パークアンドライド
・イベントでの活用

③ちょこっと輸送
�・駐車場から施設まで
・施設から施設まで

④地域ブランディング
�・「地域の顔」として

活用場面

出所：国土交通省資料をもとに編集部作成出所：松戸市

7
人
乗
り
）。

運
行
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
実
施
費
用
の
一
部
を

こ
と
ぶ
き
会
や
自
治
会
の
協
力
を
得
て
い
る
こ
と

か
ら
同
自
治
会
の
住
民
が
利
用
し
や
す
い
エ
リ
ア

を
選
定
、
原
則
と
し
て
同
自
治
会
員
を
利
用
者

と
し
た
。
運
行
に
関
し
て
は
自
治
会
館
を
起
点
・

終
点
と
す
る
半
径
約
1
㎞
圏
内
に
4
つ
の
ル
ー

ト
を
設
け
た
（
自
治
会
巡
回
ル
ー
ト
、
東
松
戸
駅
方
面

ル
ー
ト
、
八
柱
駅
方
面
ル
ー
ト
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
め
ぐ
る
買
い
物
ル
ー
ト
）。
曜
日
ご
と

に
ル
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
1
日
4
～
5
便
を
運
行
。

安
全
性
に
配
慮
し
ダ
イ
ヤ
は
平
日
8
時
か
ら
17
時

の
明
る
い
時
間
帯
と
し
、
警
報
レ
ベ
ル
の
悪
天
候

の
場
合
は
中
止
と
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
運
転
者
は
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
会
、
こ
と
ぶ

き
会
か
ら
の
25
人
を
中
心
に
総
計
約
30
人
が
運
転

講
習
会
に
参
加
。
そ
の
な
か
か
ら
地
域
の
14
人
が

実
際
に
運
転
者
を
担
っ
た
が
、
そ
の
平
均
年
齢
は

76
・
5
歳
。
元
気
高
齢
者
が
こ
の
取
組
み
に
賛
同

し
自
発
的
に
手
を
挙
げ
た
格
好
だ
。

住
民
同
士
の
交
流
の
場

「
動
く
サ
ロ
ン
」
に

さ
て
今
回
の
実
証
に
お
け
る
利
用
実
態
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
利
用
者
数
で
み
る
と
、

計
19
日
の
稼
動
日
の
延
べ
利
用
者
数
は
4
9
2
人
。

1
日
平
均
で
約
26
人
（
図
表
3
）。

し
て
も
予
算
化
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、「
実
施
主

体
を
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る
河
原
塚
こ
と
ぶ

き
会
（
以
下
こ
と
ぶ
き
会
）
と
し
、
さ
ら
に
調
査
等

は
千
葉
大
が
担
当
、
市
は
実
施
責
任
者
と
の
立
場

で
総
合
調
整
の
役
割
を
担
う
ス
キ
ー
ム
を
組
み
ま

し
た
」
と
、
市
福
祉
長
寿
部
高
齢
者
支
援
課
参
事

の
中
沢
豊
氏
。

そ
の
う
え
で
住
民
主
体
の
活
動
と
し
て
事
業

構
築
を
行
な
う
に
は
煩
雑
な
運
輸
支
局
の
許
可
・

登
録
と
い
っ
た
手
続
き
を
カ
ッ
ト
す
る
必
要
か

ら
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
転
者
は
地
域
か
ら
無
償
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
こ
と
に
。
併
せ
て
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
動
力
と
な
る
電
気
代
や
車
庫
代
な
ど
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
地
域
住
民
か
ら
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
く
体
制
を
固
め
る
。
そ
の
結

果
、「
全
世
代
型
地
域
共
生
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
事

業
w
i
t
h
都
市
型
介
護
予
防
モ
デ
ル
松
戸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
名
の
も
と
、
19
年
7
月
に
国
交
省

に
企
画
提
案
、
翌
月
に
採
択
を
受
け
、
事
業
が
ス

タ
ー
ト
す
る
に
至
っ
た
（
図
表
2
）。

運
転
者
は
地
域
の
元
気
高
齢
者
が

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

さ
て
、
実
際
の
実
証
調
査
は
同
年
10
月
27
日
か

ら
11
月
23
日
ま
で
4
週
間
。
そ
の
実
施
内
容
を
み

て
み
よ
う
。

使
用
す
る
グ
リ
ス
ロ
は
国
交
省
よ
り
無
償
貸
与

さ
れ
た
電
動
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
（
ヤ
マ
ハ
発
動
機
製
・

た
実
証
調
査
の
取
組
み
を
市
に
紹
介
し
た
と
い
う

（
図
表
1
）。

こ
れ
を
受
け
、
市
も
前
向
き
に
検
討
。
た
だ
同

調
査
事
業
は
市
町
村
の
参
画
が
必
須
で
あ
る
も
の

の
公
募
事
業
で
選
定
が
未
確
定
な
状
態
で
は
市
と

020SENIOR BUSINESS MARKET2020.FEB.



運転のための講習会には30人以上が応募（左上）。下見走行の模様（右上）。コンパ
クトな7人乗りカートで会話も弾む（左下）。スーパーの協力を得て駐車場に1時間停
車（右下） 出所：松戸市

［図表3］実証調査での運行便数と利用者数
ルート 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 小計

運 
行 
便 
数

日数 3 4 4 4 4 19
巡回 9 8 3 7 7 34
東松戸駅方面 8 8
八柱駅方面 3 6 9
買い物 7 7
グランドゴルフ 12 12
小計 9 16 13 19 13 70

利 
用 
者 
数

巡回 40 28 10 36 25 139
東松戸駅方面 95 95
八柱駅方面 23 63 86
買い物 76 76
グランドゴルフ 96 96
小計 40 123 109 132 88 492

1日平均利用者数 26
日別利用者数 13 31 27 33 22

便 
別 
利 
用 
者 
数

巡回 4.1 
東松戸駅方面 11.9 
八柱駅方面 9.6 
買い物 10.9 
グランドゴルフ 8.0 

田
氏
）。

こ
れ
を
受
け
て
中
沢
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
当
初
、
グ
リ
ス
ロ
に
つ
い
て
移
動
の
た
め
の

新
た
な
手
段
、
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
『
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
』
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」。

つ
ま
り
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流
の
場
、
い
わ
ば

「
動
く
サ
ロ
ン
」
の
様
相
を
呈
し
た
と
い
う
。

実
際
、
利
便
性
、
効
率
性
だ
け
考
え
れ
ば
、
た

と
え
ば
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
中
、
1
時
間
も
駐

車
場
で
待
機
す
る
の
は
不
合
理
で
は
と
の
外
部
か

ら
の
声
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
買
い
物
に
時
間

を
要
さ
ざ
る
を
え
な
い
方
も
い
る
な
か
で
、
ゆ
と

り
あ
る
時
間
設
定
が
利
用
者
の
お
互
い
を
思
い
合

う
気
持
ち
を
生
む
」
と
中
沢
氏
。
グ
リ
ス
ロ
を
移

動
手
段
と
だ
け
捉
え
れ
ば
効
率
性
に
目
が
行
き
が

ち
が
ち
だ
が
、
こ
の
取
組
み
の
本
来
の
価
値
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
捉
え
る
こ
と
で
ま
っ
た
く

違
っ
た
運
用
方
法
が
み
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
地
域
住
民
同
士
に

よ
る
「
共
助
」「
互
助
」
を
ど
う
見
え
る
形
に
し

て
い
く
か
、
と
い
う
視
点
で
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
実
証
調
査
そ
の
も
の
を
外
部
の

専
門
業
者
に
委
託
す
る
選
択
肢
も
あ
る
な
か
で
、

自
治
会
な
ど
住
民
が
実
施
す
る
形
を
と
っ
た
こ
と

に
大
き
な
意
味
が
あ
り
そ
う
だ
。
地
域
の
道
や
地

理
を
熟
知
す
る
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
者

と
し
て
多
数
名
乗
り
を
挙
げ
た
の
も
、「
地
域
」

そ
の
特
徴
を
み
る
と
、
1
つ
は
利
用
者
の
中
心

が
高
齢
者
だ
っ
た
こ
と
。
本
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

に
あ
る
よ
う
に
「
全
世
代
型
」
を
謳
い
、「
未
就

学
児
童
や
障
が
い
者
な
ど
も
含
め
広
範
に
想
定
し

た
」（
中
沢
氏
）
が
、た
と
え
ば
未
就
学
児
童
は
シ
ー

ト
の
外
側
に
柵
の
な
い
カ
ー
ト
の
構
造
上
、
安
全

性
を
鑑
み
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
み
の
乗
車
に
限
定
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
結
果
に
な
っ
た
よ

う
だ
。

利
便
性
の
面
で
は
、「
買
い
物
が
で
き
る
ス
ー

パ
ー
が
地
域
内
に
な
く
、
足
の
悪
い
人
な
ど
重
た

い
も
の
を
買
っ
て
帰
れ
な
い
。
そ
う
い
う
人
が
喜

ん
で
毎
週
参
加
す
る
な
ど
、
総
じ
て
好
評
で
し

た
」
と
こ
と
ぶ
き
会
会
長
の
堀
田
重
信
氏
は
振
り

返
る
。

さ
ら
に
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
グ
リ
ス
ロ
が
地

域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
っ
た
点
。

そ
も
そ
も
地
域
に
長
く
暮
ら
す
高
齢
者
の
利

用
が
中
心
（
運
転
者
も
含
め
）
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

顔
見
知
り
同
士
の
参
加
も
多
く
、
車
上
で
は
活
発

な
交
流
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
グ
リ
ス

ロ
の
形
態
面
も
寄
与
し
て
い
る
。
7
人
乗
り
と
コ

ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
さ
ら
に
前
後
3
列
で
並
ぶ

シ
ー
ト
配
列
の
た
め
会
話
が
促
進
さ
れ
た
よ
う
だ
。

「
買
い
物
ル
ー
ト
の
場
合
な
ど
、
買
い
物
の
中
身

の
相
談
か
ら
晩
ご
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
や
料
理
法
な
ど
、

に
ぎ
や
か
に
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
」（
堀
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出所：松戸市

［図表4］調査の内容

区分 利用者
調査票 GPS 運転手ボランテ

ィア 地域 スーパー 交通機関 環境
ことぶき会 地域高齢者 ことぶき会 地域高齢者

目的

公共交通の補完手段になり得るか
社会参加が活性化できるか

コレクティブ・インパクトが実現できるか
地域が活性化できるか／
安心・安全が向上するか

環境にやさしいか

対象者 乗車者すべて 60 歳以上 運転手全て 自治会役員 協力店舗 路線バス 
タクシー カートの走行距離

内容 国指定＋α ① JAGESの健康と暮らしの調査 
②①＋事業に関する質問調査

行動量をカート導入前後における 
日常生活範囲の変化

①負担感 
②役割感

①移動 
②社会参加 
③コレクティブ・インパクト 
④安心・安全

利用者の変化 CO2 排出量の比較

配布方法 乗車時 手渡し（住民による手渡しを含む） 手渡し

事後ヒアリング 事後
シミュレーション

調査期間 10/28〜11/23 ① 10/17〜10/27 
② 11/21〜11/30

① 10/17〜10/24 
② 11/  7〜11/14 10/27 〜 11/24

回収方法 降車時 ①〜 10/27 
②〜 11/30 随時

インセンティブ なし 実施前後で日用品 なし

自
ら
の
手
で
課
題
解
決
に
臨
も
う
と
い
う
意
識
、

意
欲
の
表
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
他
人

事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
、
地
域
の
未

来
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
、
外
部
委
託

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
住
民
主
体
の
「
手
づ
く
り
」
な
だ
け

に
そ
の
分
、
警
察
と
の
間
で
安
全
性
の
確
保
に
向

け
た
十
全
な
協
議
を
は
じ
め
、
運
営
面
で
も
前
日

ま
で
に
予
約
を
受
け
付
け
、
便
ご
と
の
利
用
人

数
を
事
前
に
把
握
・
管
理
す
る
な
ど
そ
の
実
務

は
「
大
変
で
し
た
」
と
こ
の
役
割
を
担
っ
た
堀
田

氏
は
漏
ら
す
。
が
、
同
時
に
そ
の
苦
労
を
上
回
る

住
民
同
士
の
互
助
、
共
助
が
顕
在
化
し
た
こ
と
に

「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
言
葉
が
続
く
。

た
と
え
ば
地
域
で
課
題
と
な
る
高
齢
者
の
「
見

守
り
」
に
関
し
て
も
、
グ
リ
ス
ロ
に
よ
り
外
出
を

誘
い
合
う
形
が
で
き
て
く
る
こ
と
で
、
人
的
交
流

が
活
発
化
し
「
機
械
に
頼
ら
ず
と
も
」
自
然
な
相

互
確
認
が
実
現
す
る
、
と
中
沢
氏
も
指
摘
す
る
。

一
方
、
調
査
を
担
っ
た
千
葉
大
予
防
医
学
セ
ン

タ
ー
で
は
現
在
こ
こ
で
得
た
各
種
の
デ
ー
タ
を
集

計
・
分
析
中
だ
（
図
表
4
）。
担
当
す
る
櫻
庭
唱
子

氏
は
、「
今
回
、
参
加
者
の
方
々
に
は
G
P
S
を

身
に
着
け
て
も
ら
い
、
グ
リ
ス
ロ
導
入
に
よ
り
行

動
範
囲
が
ど
う
変
化
し
た
か
も
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
以
前
に
比
べ
そ
の
範
囲
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
家
に

引
き
こ
も
ら
ず
、
社
会
参
加
を
継
続
す
る
こ
と
が

介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
を
抑
制
す
る
と
の
効
果

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
で

も
デ
ー
タ
を
も
と
に
こ
う
し
た
行
動
変
容
に
伴
う

エ
ビ
デ
ン
ス
が
獲
得
で
き
れ
ば
、
市
の
今
後
の
介

護
予
防
の
施
策
に
も
反
映
で
き
る
だ
ろ
う
。

何
の
た
め
の
移
動
手
段
か

上
位
目
的
の
設
定
が
必
要

で
は
、
今
回
の
実
証
の
な
か
で
見
え
た
課
題
点

と
は
何
か
。

「
今
回
は
事
前
の
警
察
と
の
す
り
合
わ
せ
に
よ

り
コ
ー
ス
選
定
に
も
十
分
安
全
性
を
配
慮
し
、
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
低
速
運
行
と

は
い
え
、
事
故
の
可
能
性
は
皆
無
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
将
来
的
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
問
題
や
車
枠
・
車
体
の
破
壊
試
験
な
ど

精
緻
な
調
整
、
対
応
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
」（
中
沢
氏
）。

そ
の
う
え
で
今
後
の
展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
「
こ
の
試
み
が
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
い
の

は
確
か
で
す
か
ら
、
市
と
し
て
は
こ
れ
を
定
着
化

さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
コ
ス
ト
面
を

中
心
に
検
討
中
で
す
。
市
内
で
も
地
域
ご
と
に
コ

ス
ト
負
担
能
力
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
を
行
政
が

ど
う
補
填
で
き
る
か
考
え
、
答
え
を
出
し
た
い
」

と
す
る
。
市
の
財
政
を
鑑
み
な
が
ら
の
取
組
み
に

な
る
が
、
新
た
な
費
用
確
保
手
法
と
し
て
、
制
度

上
の
制
約
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
も
の
の
「
ク
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ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
利
活
用
も
考
え
ら
れ
る
」（
中
沢
氏
）。

一
方
、
民
間
事
業
者
が
こ
こ
に
知
恵
を
出
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関

係
を
つ
く
り
だ
せ
る
可
能
性
も
少
な
く
な
い
。
た

と
え
ば
、
グ
リ
ス
ロ
と
し
て
さ
ら
に
使
い
や
す
い

よ
う
な
カ
ー
ト
の
仕
様
の
改
良
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

リ
ー
ス
に
よ
る
運
用
、
ま
た
利
用
者
に
向
け
て
は

ス
マ
ホ
と
連
動
し
て
の
予
約
管
理
や
運
行
情
報
の

シ
ス
テ
ム
構
築
等
々
、
事
業
者
が
参
画
で
き
る
領

域
が
考
え
ら
れ
る
。
産
官
学
民
の
連
携
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
て
、
実
証
調
査
最
終
日
の
11
月
23
日
。
自
治

会
館
に
て
グ
リ
ス
ロ
事
業
を
振
り
返
る
反
省
会
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
地
域
住
民
約
60
人
が
集

い
、
同
事
業
へ
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。
そ
こ
で
の
意
見
交
換
も
踏
ま
え
、
中
沢
氏
は

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
発
見
し
た
こ
と
と
し
て
2

点
を
挙
げ
る
。
1
つ
は
「
地
域
の
人
々
が
も
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
」。
運
転
者
に
対
す
る
多
く

の
応
募
を
は
じ
め
、
利
用
者
も
ま
た
コ
ー
ス
づ
く

り
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
な
ど
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
主
体
者
と
し
て
、
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々

が
「
地
域
で
と
も
に
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
を
見
出
そ
う
と
の
強
い

思
い
を
感
じ
た
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
も
う
1
つ

は
「
行
政
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
を
発
掘
し

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
つ
な
い
で
い
く
こ
と
だ

け
」
と
言
う
。「
だ
け
」
と
言
っ
て
も
実
際
の
と

こ
ろ
「
総
合
調
整
」
の
役
回
り
は
容
易
で
は
な
い
。

堀
田
氏
も
「（
行
政
が
）
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
く
れ
た
お
か
げ
で
住
民
の
意
識
も
変
わ
っ
た
」

と
す
る
。
地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
関
係
各
所
と
の
交
渉
に
つ
い
て
も
「
行
政
と
い

う
看
板
」
を
背
負
う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し

た
側
面
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、

住
民
主
体
の
活
動
の
活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
に

地
域
の
社
会
資
源
を
掘
り
起
こ
し
支
援
す
る
姿
勢

が
超
高
齢
時
代
の
地
域
行
政
に
は
問
わ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

「
個
人
的
意
見
で
す
が
」
と
断
っ
て
中
沢
氏
は

こ
う
語
る
。「
モ
ビ
リ
テ
ィ
＝
移
動
手
段
と
だ
け

捉
え
る
と
誤
解
に
つ
な
が
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

グ
リ
ス
ロ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
う
ま
く
使
っ
て
何
を

実
現
し
た
い
の
か
、
つ
ま
り
上
位
の
目
的
を
し
っ

か
り
も
つ
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
な
い
と
、
た
だ
便
利
な
ツ
ー
ル
か
不

便
な
ツ
ー
ル
か
と
い
う
議
論
だ
け
に
終
止
し
て
し

ま
い
か
ね
な
い
で
し
ょ
う
」。

松
戸
市
の
場
合
、
地
域
に
潜
在
す
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
契
機
と
な
り
、
住
民
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
り
う
る
価
値

を
顕
在
化
さ
せ
た
今
回
の
グ
リ
ス
ロ
事
業
。
今
後

の
調
査
分
析
結
果
も
踏
ま
え
て
、
次
の
展
開
に
ど

う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
注
目
さ
れ
る
。�

V O I C E 実施主体の視点から

しまいました。外出しないことから健康を害
する人も出てきました。
こうした状況に不安を抱いていたので、今

回のグリスロはいいタイミングでした。当初
はゴルフカートが公道を走るということで住民
には「異物感」もあったようですが、実際に
利用されるとその快適さを喜ぶ声が多く、口
コミで利用がふえていきました。またグリスロ
の程よいスケール感から、乗車中の会話も活
発で、笑い声が絶えない明るい雰囲気となり
ました。グリスロなら狭隘な道も通行できる
し、開放的で気安いなどの点からコミュニテ
ィバスよりもメリットがあると感じています。

このプロジェクトを契機に地域の人と人の
間の距離がいままで以上に縮まった気がしま
す。たとえばこれに合わせて、地域の音楽家
の方がみんなで歌える「グリスロ賛歌」を作
詞作曲してくださり、これを流しつつ走ると車
内外で手を振り合う光景も多々見られました。
このように、プロジェクトを通じてみんなの気
持ちがさらに一段、上がったような気がします。
実証期間の終了後は『また乗りたい』『あれ

があれば便利なのに』などの声が多く寄せら
れ、住民からの支持の高さをあらためて感じ
ており、何らかの形で恒常的に使えるように
なればと考えています。� （談）

ことぶき会では2010年11月の設立以来、
自治会館を中心に週２、３回、イベントを開
催し、市内の会館のなかでも最も高い利用率
を維持してきました。ただ設立当時は会員も
70歳代中心でみな自分の足で歩いて来館、毎
回40人前後の参加があったのが、加齢ととも
に坂道や距離の問題から足が遠のく人もふ
え、現在の参加者は平均30人台前半に減って

河原塚ことぶき会�会長
（河原塚南山自治会・老人クラブ）

堀田重信氏

特集 「交通弱者」を救う！──生活圏でのモビリティの可能性
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